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「子どもたちに本物の音楽を！」

「若い演奏家を育てよう！」と始

まった国際音楽フェスティバル。

前回の公演から３年の歳月を経て、

モスクワの若手音楽家７人と観音

寺市出身の加島千香子・華奈子姉

妹などの華麗なる共演が実現しま

した。

　そして、多くの市民や子どもた

ちにたくさんの感動と余韻を残し

７日間の全日程を終了しました。

第５回

観音寺国際音楽
　フェスティバル

１０月１８日～２４日

カメラスケッチ
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１０月１８日（月）～２２日（金）

　市内すべての小・中学校１８校で

　はぐくみコンサート

１０月１９日（火）豊浜中央公民館

　ピアニストとヴァイオリニストの

　華麗なる共演

１０月２４日（日）市民会館大ホール

　モスクワの若き演奏家たちによる

　興奮と感動の舞台

公演日程
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こ
の
期
間
は
国
内
の
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
、
人
権
尊
重
に

つ
い
て
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
６２
周
年

「
み
ん
な
で
築
こ
う

　
人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う
　

　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う

　
　
　
　
思
い
や
り
の
心
～
」

　
人
権
は
、
人
間
ら
し
い
幸
せ

な
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
権

利
で
す
。
お
互
い
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
明
る
い

世
の
中
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
違

い
を
尊
重
す
る
広
い
心
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

第
十
一
条
　
国
民
は
、
す
べ
て

の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨

げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が

国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
国
民
に
与
え

ら
れ
る
。

第
十
四
条
　
す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
、
又
は
社

会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
な
い
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
た

く
さ
ん
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な

出
来
事
を
二
度
と
繰
り
返
す
ま

い
と
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
２３

年
）
１２
月
１０
日
、
国
際
連
合
第

３
回
総
会
は
満
場
一
致
で
「
世

界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
１
９
５

０
年
（
昭
和
２５
年
）
第
５
回
総

会
で
１２
月
１０
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
１
９
４
９
年
（
昭
和
２４
年
）

に
、
毎
年
１２
月
４
日
か
ら
１０
日

ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め

ま
し
た
。

第
一
条
　
す
べ
て
の
人
間
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由

で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権

利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。

人
間
は
理
性
と
良
心
と
を
授

け
ら
れ
て
お
り
、
お
互
い
に

同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
　
す
べ
て
人
は
、
人
種
、

皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗

教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、

国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出

身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他
の

地
位
又
は
こ
れ
に
類
す
る
い

か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を

も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の

宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権

利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

平
成
２２
年
度

　
啓
発
活
動
重
点
目
標

育
て
よ
う

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

世
界
人
権
宣
言

日
本
国
憲
法

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

本
年
度
の
啓
発
強
調
事
項

○

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

　
育
て
よ
う

○

障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参

　
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

　
解
を
深
め
よ
う

○

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

　
病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

　
な
く
そ
う

○

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

　
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

　
人
権
に
配
慮
し
よ
う

○

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

　
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

○

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

　
を
な
く
そ
う

○

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

　
別
を
な
く
そ
う

○

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

　
る
差
別
を
な
く
そ
う

○

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

　
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

　
め
よ
う

○

人
身
取
引
を
な
く
そ
う

ど
の
課
題
も
大
変
重
要
で
、
早

期
の
解
決
が
必
要
で
す
。

人
権
課
　
☎
２３

−

３
９
２
８

第62回人権週間
12月４日～10日

人権デー
12月10日
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１９５６年横浜生まれ。

上智大学文学部哲学

科卒業。横浜市の高

校教員。教師生活の

ほとんどを少年の非

行・薬物問題にささげ「夜回り」と呼ばれる

深夜パトロールを行いながら、若者の更生に

尽力。また各種メディアの出演や、日本各地

での講演を通して、少年非行の実態を広く社

会に訴え続けている。

日
時

　
１２
月
７
日
（
火
）
～
１３
日
（
月
）

場
所

　
共
同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

内
容市

内
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
、
香
川
西
部
養
護
学
校

中
学
部
生
徒
の
作
品
展
示

 

日
時

　
１２
月
１１
日
（
土
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

場
所

　
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

内
容

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
人
権
の

　
し
お
り
作
成
）
な
ど
多
彩
な

　
催
し
を
予
定

日
時

　
１２
月
６
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

内
容

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職

　
員
に
よ
る
電
話
人
権
相
談

　
☎
０
１
２
０

−

４
５
９

−

７
３
７

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０

−
０
０
７

−

１
１
０

　 

（
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

人
権
啓
発
作
品
展

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

四
国
一
斉

１２
時
間
電
話
人
権
相
談

い
じ
め
や
虐
待
な
ど

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
・
情
報

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場

で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
女
性
に
関
す
る
相
談
・
情
報

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　
　
　
　
　
啓
発
週
間

特
設
人
権
相
談

人
権
啓
発
指
導
員
制
度

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

　
（
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

　
１２
月
１０
日
（
金
）
～
１６
日
（
木
）

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
「
拉
致
」

な
ど
の
人
権
侵
害
問
題
に
対
し

て
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
１２
月
３
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

日
時

　
１２
月
１４
日
（
火
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所

　
豊
浜
福
祉
会
館
老
人
談
話
室

横
田
　
安
男
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　
☎
２５

−

２
４
０
５

吉
田
千
惠
子
（
八
幡
町
三
丁
目
）

　
　
　
　
　
☎
２５

−

５
６
８
１

中
野
　
　
司
（
吉
岡
町
）

　
　
　
　
　
☎
２５

−

６
０
７
５

小
山
　
利
幸
（
新
田
町
）

　
　
　
　
　
☎
２７

−

６
４
５
０

藤
岡
　
　
修
（
大
野
原
町
内
野
々
）

　
　
　
　
　
☎
５４

−

４
４
１
７

竹
内
　
保
壽
（
大
野
原
町
大
野
原
）

　
　
　
　
　
☎
５４

−

２
９
７
６

守
谷
　
信
雄
（
大
野
原
町
大
野
原
）

　
　
　
　
　
☎
５４

−

３
５
３
３

今
村
　
峯
子
（
大
野
原
町
中
姫
）

　
　
　
　
　
☎
５４

−

３
２
２
７

川
上
　
裕
子
（
豊
浜
町
和
田
）

　
　
　
　
　
☎
５２

−

５
７
３
６

　
畑
須
美
子
（
豊
浜
町
姫
浜
）

　
　
　
　
　
☎
５２

−

６
６
８
６

石
川
　
昌
幸
（
豊
浜
町
箕
浦
）

　
　
　
　
　
☎
５２

−

３
２
３
４

阪
上
　
耕
造
（
豊
浜
町
和
田
浜
）

　
　
　
　
　
☎
５２

−

３
２
６
６

　
差
別
や
人
権
侵
害
の
な
い
地

域
や
職
場
づ
く
り
の
た
め
、
自

治
会
の
会
合
や
職
場
研
修
に
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
費
用

　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
課
　
☎
２３

−

３
９
２
８

　
差
別
問
題
、
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
な
ど
）
借
地
・
借

家
問
題
、
外
国
人
の
問
題
、
隣

近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
で
困
っ
て

い
る
人
は
、
人
権
相
談
所
ま
た

は
地
元
の
人
権
擁
護
委
員
に
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
相
談
内
容
な
ど
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

五
味
　
　
勲
（
高
屋
町
）

　
　
　
　
　
☎
２５

−

１
６
７
９

西
山
　
節
子
（
出
作
町
）

　
　
　
　
　
☎
２５

−

０
８
９
３

森
脇
　
豊
子
（
柞
田
町
）

　
　
　
　
　
☎
２４

−

２
４
１
７

三
宅
　
哲
子
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　
☎
２５

−

３
０
４
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員

人権講演会（入場無料）
　１２月５日（日）   午後１時２０分～

　市民会館中ホール

　水谷　修氏

　演題「あした、笑顔になあれ」

　～夜回り先生からのメッセージ～

プロフィール
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人事行政の運営などの状況を公表します

職員の任免および職員数に関すること
1　職員の任免

2　職員数
（１）部門別職員数の状況

（１）職員の任免状況 （2）採用試験の実施状況（平成２１年度）

（2）年齢別職員構成の状況

1　人件費の状況（普通会計決算）

（注）競争試験とは、特定の職に就けるため、不特定多
　　　数の人の競争で選抜を行う方法をいいます。

（注）１　職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む）です。
　　　２　[　］内は、条例定数の合計です。

（注）人件費は、議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、共済費などを含みます。

　地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第５８条の２および観音寺市

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づき、

平成２１年度の市人事行政の運営などの状況をお知らせします。

I

職員の給与に関することII

退　　　　職

勧　　奨 自己都合その他定　　年
採　用

種　類

競争試験

１次試験　筆記試験    

　　　　　作文試験    
　　　　　性格検査    
　　　　　集団討論
　　　　　口述試験    

一般事務
看護師
保育士
幼稚園教諭

区　分 内　容 職種など
区　　　分

8

0

0

1

1

0

10

10

0

0

1

3

2

16

5
87
29
95
66
0
26
8
37
353
112
0

465
27
5
9
37
78
543

5
92
29
97
68
0
29
10
38
368
118
0

486
28
5
10
39
82
568

0
△ 5
0

△ 2
△ 2
0

△ 3
△ 2
△ 1
△ 15
△ 6
0

△ 21
△ 1
0

△ 1
△ 2
△ 4
△ 25

4

1

0

2

1

0

8

1

0

0

0

0

1

2

一 般 事 務 職

保 健 師

看 護 師

保 育 士   

幼 稚 園 教 諭

技 能 労 務 職

合 計   

議 　 　 会
総 務 企 画   
税 　 　 務   
民 　 　 生   
衛 　 　 生   
労 　 　 働   
農 林 水 産   
商 　 　 工   
土 　 　 木   

教 育 部 門     
消 防 部 門     
小 　 　 計     
水 　 　 道     
交 　 　 通     
下 水 道     
そ の 他     
小 　 　 計     

　 計 　

（単位：人、平成２１年度中）

（単位：人、各年４月１日現在）

（平成２１年４月１日現在）

合　　　　　計

区分

歳 出 額（Ａ） 人 件 費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）
（参考）

平成２０年度の人件費率（平成２１年度末）
住民基本台帳人口

職員数 ０人 ６人 １６人 ３１人 ３６人 ５０人 ４１人 ４２人 ８４人 １２７人 １０９人 １人

19.3％17.2％4,365,385千円25,392,775千円

実質収支

599,793千円64,631人

56歳

59歳

60歳
以上

５４３人

一

般

行

政

部

門

普

通

会

計

部

門

会

計

部

門

公
営
企
業
等

対前年増減数
職　　員　　数

平成２０年 平成２１年

計
52歳

55歳
〜

48歳

51歳
〜

44歳

47歳
〜

40歳

43歳
〜

36歳

39歳
〜

32歳

35歳
〜

28歳

31歳
〜

24歳

27歳
〜

20歳
未満 23歳

〜
20歳
〜

(平成２１年度）

部　　門
区　　分

（3）定員管理の数値目標および進捗状況

定員管理目標職員数
（平成２２年４月１日）

職員数
（平成２１年４月１日）

目標減員数

554

543

人

人

△ 11 人

しんちょく

［△25］［550］［575］

大学卒程度

短大卒程度
２次試験
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１人当たり平均支給額
　　　　

（1）期末手当・勤勉手当

2　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２１年度に退職した職員に支給した平均額です。

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

3　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況　

（注）１　「平均給料月額」は、平成２１年４月１日現在における
　　　　　各職種ごとの職員基本給の平均です。
　　　２　「平均給与月額」は、給料月額と毎月支払われる扶養
　　　　　手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手
　　　　　当の額を合計したものです。　　　　　 

4　職員手当の状況

5　特別職の報酬などの状況

（２）退職手当

勤務時間 1　公務災害補償
　　公務災害などの認定状況

2　措置要求・不服申し立て              
　　該当はありません。

職員の勤務時間に関することIII 職員の利益保護に関することⅥ

(平成２１年度）

（平成２１年４月１日現在）

（平成２１年４月１日現在）

（平成２１年４月１日現在）(平成２１年度)

(平成２１年度）

1,576千円

観　音　寺　市 香　川　県

1,723千円
１人当たり平均支給額

区　　分 給料月額など

支給割合

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　５～１５％

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　５～２０％
・管理職加算　１０～２５％

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　　５～２０％
・管理職加算　　１０～２５％

国

－

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成２１年４月１日現在の人数です。

職員数
（Ａ） 給　料
452人 1,951,422千円 141,940千円 720,193千円 2,813,555千円 6,225千円

給　　　与　　　費
職員手当 計（B）

一人当たり
給与費
（B/A）期末・勤勉手当

円
円
円
円
円

947,000
730,000
539,000
465,000
430,000

361,100円
343,600円
371,900円

411,739円
371,446円
397,770円

歳47.3 
50.8 
48.9 
歳

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一 般 行 政
技能労務職

歳教　育　職

市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員
市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員
市 長
副 市 長

給料

報酬

開始時刻
終了時刻
休憩時間
週休日

１週間の正規の勤務時間

公務災害 通勤災害 合　　計

期末
手当

在職年方式
任期ごとに支給

退職
手当

午前８時３０分
午後５時１５分

土・日曜日
１時間

３８時間４５分

６ ６０

3.1月分
（平成２１年度支給割合）

3.1月分
（平成２１年度支給割合）

期末手当
2.75月分
（1.5月分）

勤勉手当
1.4月分
（0.7月分）

支給割合
期末手当
2.75月分

  （1.5月分）

勤勉手当
1.4月分
（0.7月分）

支給割合
期末手当
2.75月分
  （1.5月分）

勤勉手当
1.4月分
（0.7月分）

1人当たり平均支給額

支　給　率
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

観　音　寺　市 国

25,486千円 －3,215千円 －

月分
月分
月分
月分

23.50
33.50
47.50
59.28

月分
月分
月分
月分

30.55
41.34
59.28
59.28

月分
月分
月分
月分

23.50
33.50
47.50
59.28

月分
月分
月分
月分

30.55
41.34
59.28
59.28

そのほかの加算措置
　定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算）

勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

１　分限処分の状況（平成２１年度）
　　該当はありません。

２　懲戒処分の状況（平成２１年度）
　　該当はありません。

職員の分限および懲戒処分に関することⅣ

職員の研修に関することV (平成２１年度）

区　　分

住民行政事務など

香川県自治会館       

香川県自治研修所

研修場所など 対象者
人数
（人）

61

40

23

階層別
研　修

能力開
発研修

派遣研修

課長級・課長補佐級・
係長級など

政策形成基礎講座など

市町村アカデミー
国際文化アカデミー   

昇任・
昇格者など

担当職員
など

担当職員
など

（平成２１年４月１日現在）

（注）市長および副市長の給料月額については、

　　平成２２年４月１日から１０％の減額を実施

　　しています。

　　（減額後）市　長　８５２,３００円

　　　　　　副市長　６５７,０００円
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者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
の
で
「
住
民
税
に
関
す
る

事
項
」
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
２

　
住
宅
用
地
は
、
固
定
資
産
税

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
１
日
現
在
で
、
土
地
の

利
用
状
況
な
ど
が
次
の
よ
う
に

変
更
し
た
場
合
は
「
住
宅
用
地

異
動
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○

固
定
資
産
税
新
築
軽
減
申
告
書

な
ど
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

必
要
書
類
を
添
え
て
税
務
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正

に
よ
り
、
非
木
造
家
屋
経
年
減

点
補
正
率
基
準
表
の
「
冷
凍
倉

庫
用
の
も
の
」
が
「
冷
蔵
倉
庫

用
の
も
の
（
保
管
温
度
が
摂
氏

１０
度
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）」

に
改
め
ら
れ
、
平
成
２４
年
度
分

固
定
資
産
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
「
冷
蔵
倉
庫
用
の
も
の
（
保

管
温
度
が
摂
氏
１０
度
以
下
に
保

た
れ
る
倉
庫
）」
と
は
、
倉
庫

業
法
施
行
規
則
第
三
条
の
十
一

第
一
項
に
規
定
す
る
冷
蔵
倉
庫

も
し
く
は
こ
れ
と
同
等
の
能
力

を
有
す
る
倉
庫
に
該
当
し
、
こ

れ
ら
の
能
力
を
発
揮
し
て
稼
働

す
る
こ
と
に
よ
り
冷
気
の
影
響

　
１６
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
対

す
る
扶
養
控
除
が
、
所
得
税
は

平
成
２３
年
分
か
ら
、
市
民
税
・

県
民
税
は
平
成
２４
年
度
分
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
税
・

県
民
税
の
非
課
税
基
準
の
算
定

な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、
１６
歳

未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
申

告
が
必
要
で
す
。

　
地
方
税
法
が
次
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
、
給
与
の
支
払
い
を
受

け
る
人
は
、
平
成
２３
年
分
か
ら

所
得
税
の
「
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」

と
統
合
し
た
様
式
で
、
市
民
税

・
県
民
税
の
「
給
与
所
得
者
の

扶
養
親
族
申
告
書
」
を
給
与
の

支
払
者
（
勤
務
先
）
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除

等
（
異
動
）
申
告
書
」
に
あ
る

「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」
欄

に
、
１６
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に

つ
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
的
年
金
等
の
受
給

○

住
宅
を
新
築
・
増
築
し
た
り
、

住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
り
し
た
と
き

○

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

　
用
途
を
変
更
し
た
と
き
（
住

　
宅
を
店
舗
に
、
店
舗
を
住
宅

　
に
変
更
し
た
と
き
な
ど
）

○

住
宅
用
地
の
一
部
を
他
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
や
住
宅
用
地
を
拡
張

し
た
と
き

　
な
お
、
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
の
「
土
地

・
家
屋
課
税
明
細
書
」
の
特
例

軽
減
欄
で
確
認
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
届
け
出

○

家
屋
補
充
台
帳
登
録
（
未
登

　
記
家
屋
）
の
所
有
者
変
更
届

○

納
税
管
理
人
申
告
（
承
認
申

　
請
）
書

○

納
税
管
理
人
変
更
（
取
り
消

し
）
申
請
書

○

土
地
利
用
状
況
変
更
届
出
書

○

被
災
住
宅
用
地
申
告
書

○

非
課
税
申
告
書

○

減
免
申
請
書

○

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
減
額
申
請
書

○

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
減
額
申
請
書

○

省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
減
額
申
請
書
　

を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
対
象
に
な
る
と
、
現
在
の
非

木
造
経
年
減
点
基
準
表
と
比
較

し
て
、
よ
り
大
き
い
減
価
割
合

と
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
倉
庫

を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
税
務

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
、
実
地
調
査
に
伺
い
ま
す
。

適
用
要
件

○

非
木
造
の
家
屋
で
あ
る
こ
と

○

主
な
用
途
が
「
倉
庫
」
で
あ

り
、
倉
庫
内
の
保
管
温
度
が

常
に
摂
氏
１０
度
以
下
に
保
た

れ
て
い
る
こ
と

○

冷
蔵
倉
庫
部
分
が
建
物
床
面

積
の
５０
％
以
上
で
あ
る
こ
と

（
常
温
の
倉
庫
内
の
プ
レ
ハ

ブ
式
冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵

庫
等
は
不
可
）

　
税
務
課
資
産
税
係
　

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
２
２

　

平
成
23
年
度

市
民
税
・
県
民
税
の

　
　
　
主
な
改
正
点

「
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族

　
　

申
告
書
」
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告

冷
蔵
倉
庫
を

　
所
有
し
て
い
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ
先
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　「
が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄
附

金
」
と
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と
観

音
寺
を
応
援
し
た
い
、
心
の
ふ

る
さ
と
観
音
寺
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
思
い
を
寄
附
金
と
い
う

形
で
表
す
も
の
で
す
。
寄
附
を

す
る
と
、
現
在
住
ん
で
い
る
市

町
村
で
支
払
う
住
民
税
な
ど
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
親
類
や
友
人
、
子
弟
が
多

く
帰
省
さ
れ
る
時
期
で
す
。
広

く
こ
の
制
度
を
周
知
し
て
い
た

だ
き
、
全
国
か
ら
の
応
援
を
お

願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
事
業
の
財
源
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
　

②
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

　
ら
す
た
め
の
事
業

③
芸
術
文
化
の
伝
承
と
振
興
の

た
め
の
事
業

　
事
業
を
指
定
せ
ず
に
寄
附
さ

れ
る
場
合
は
、
そ
の
使
途
を
お

任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
企
画
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課
あ
て

　
　
　
　
　

☎
２３

−

３
９
１
７

　
　
　
　
　
Ｆ
２３

−
３
９
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

k
ik

a
k
u
@

city
.k

a
n
o
n
ji.lg

.jp

　
納
付
は
、
郵
便
振
替
ま
た
は

銀
行
振
り
込
み
、
現
金
書
留
、

納
付
書
払
い
の
い
ず
れ
か
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
一
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た

だ
い
た
人
に
は
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
、
ふ
る
さ
と
観
音

寺
の
特
産
品
を
贈
り
ま
す
。
　

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.k

a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w

a
.jp

/

が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄
附
金
の
お
願
い

あ
な
た
が
育
っ
た
ふ
る
さ
と
観
音
寺
を

　
　
　
あ
な
た
の
応
援
で
も
っ
と
元
気
に

寄
附
金
の
使
い
道

申
し
込
み
と
納
付
方
法

お
礼
の
気
持
ち
を
贈
り
ま
す

男
女
共
同
参
画

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」
設
立
！　

　
　
　
　
　
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

ろ
か
ら
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
社
会
全
体
へ
広
が
っ
て
い

き
、
豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト

　
市
内
を
拠
点
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
民

間
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

を
認
め
合
い
、
尊
重
し
、
情
報

や
意
見
の
交
換
、
学
習
な
ど
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
自
主
的
に

男
女
共
同
参
画
の
推
進
活
動
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
１０
団
体

で
発
足
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」

の
名
称
は
「
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ

−

ｅ
ｑ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
」（
男
女
の

平
等
）
の
頭
文
字
「
ｇ

−

ｅ
」

と
「
元
気
」
を
合
わ
せ
「
人
も

ま
ち
も
元
気
に
な
る
よ
う
に
」

と
い
う
願
い
を
込
め
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」
と
名
付
け
ま
し

た
。

　

　
性
別
や
年
齢
な
ど
に
と
ら
わ

れ
ず
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
だ
れ

も
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
、
重

要
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
２１
年
３
月
に

「
観
音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
に
沿
っ
て
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
、
意
識
啓

発
活
動
や
学
習
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
浸
透
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
「
男
女
が
と
も
に
認

め
合
い
、
と
も
に
支
え
合
う
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女

共
同
参
画
へ
の
取
り
組
み
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
１０
月

５
日
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
を
通
じ
て
男
女
共
同
参

画
を
日
常
生
活
の
身
近
な
と
こ

登
録
団
体
募
集

　
み
な
さ
ん
、
こ
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ

Ｉ
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
「
男
女

が
と
も
に
認
め
合
い
、
と
も
に

支
え
合
う
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

本
庁
・
各
支
所
に
備
え
付
け
の

団
体
登
録
申
込
書
を
男
女
共
同

参
画
推
進
室
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
申
込
書
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.k

a
n
o
n
ji.

k
a
g
a
w

a
.jp

/
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年末年始の窓口業務 年末は窓口が大変混雑します。	

用事がある人は早めに済ませてください。	

窓　口　な　ど 問い合わせ先 休　　庁　　日 注　　　意

市

役

所

本 庁 ☎　２３－３９００

１２月２９日㈬～１月３日㈪

出生・婚姻・死亡などの届け

出は、休み期間中でも受け付

けます。

伊 吹 支 所 ☎　２９－２１１１

大 野 原 支 所 ☎　５４－５７００

豊 浜 支 所 ☎　５２－１２００

収

集

可燃ごみ

観音寺地域 ☎　２５－２６９８
１２月３１日㈮～１月３日㈪

ごみは、指定された収集日の

指定された場所に、当日の午

前８時までに出してください。

前日のごみ出しはできません

ので、協力をお願いします。

大野原地域 ☎　５４－５７００

豊 浜 地 域 ☎　５２－１２００ １２月３０日㈭～１月３日㈪

不燃ごみ

観音寺地域 ☎　２５－２６９８
１２月２９日㈬～１月３日㈪

大野原地域 ☎　５４－５７００

豊 浜 地 域 ☎　５２－１２００ １２月２５日㈯～１月５日㈬

廃プラス
チック・
ビニール

大野原地域 ☎　５４－５７００ １２月３０日㈭～１月４日㈫

持ち込みごみ ☎　２５－２６９８ １２月２５日㈯～１月１０日 (祝)

１月は、１１日㈫から受け付け

します。土・日・祝日以外の、

午前１０時から午後２時までに

搬入してください。

火
葬
場

燧 望 苑 ☎　６７－５６５０ １月１日 (祝)、２日㈰

伊 吹 ☎　  ２９ － ２１１１   １月１日 (祝)～３日㈪

く
み
取
り

観 音 寺 地 域 ☎　２３－１４３８

１２月２９日㈬～１月３日㈪

年内のし尿くみ取りは、必ず

1２月１０日㈮までに申し込んで

ください。

大 野 原 地 域 ☎　５４－２０６８

豊 浜 地 域 ☎　５２－２４５８

図
書
館

中 央 図 書 館 ☎　２３－３９６０

１２月２９日㈬～１月３日㈪大 野 原 図 書 館 ☎　５４－５７１５

豊 浜 図 書 館 ☎　５２－１２０６

の
り
あ
い
バ
ス

市 内 循 環 線

☎　２３－３９２４ １２月２９日㈬～１月３日㈪

粟 井 姫 浜 線

五 郷 高 室 線

箕 浦 観 音 寺 線

伊 吹 線

萩 の 湯 ☎　５４－５５５５ 年末年始は、休まず営業。１月４日㈫は休業します。

＊野犬の引き取り（県西讃保健福祉事務所☎２５－４３８３）は、１２月２５日㈯から１月３日㈪まで休みます。

＊そのほかの施設は、各施設へ早めに問い合わせてください。	 	 	 	 	
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　１０月３１日、市民スポーツ祭が総合運動公園内の各会場や萩の

丘公園で開催されました。ペタンクやグラウンド・ゴルフの一

般大会、柔道、少林寺拳法、剣道の武道体験教室、バドミント

ンやソフトバレーボールなどの地区対抗種目に約８００人の市民

が参加。参加者は、真剣な表情で競技をしたり応援をしたり。

さわやかな汗を流し、交流を深めていました。

○ 地区対抗種目優勝
　バドミントン‥‥‥‥‥高室地区
　ソフトバレーボール‥‥観音寺地区
　ペタンク‥‥‥‥‥‥‥常磐地区
　グラウンド・ゴルフ‥‥観音寺地区
　テニス（硬式）‥‥‥‥常磐地区
　ゲートボール‥‥‥‥‥豊浜地区
○ 一般大会優勝
　ペタンク
　　一般の部‥‥‥‥‥‥ＳＳＯ（一ノ谷）
　　子どもの部‥‥‥‥‥粟井小エース
　グラウンド・ゴルフ
　　一般の部‥‥‥‥‥‥久保靖子さん（高室）
　　子どもの部‥‥‥‥‥荒川　紳さん（観音寺）

市民スポーツ祭合併
５周年
記念

大
会
成
績

カメラスケ
ッチ

カメラスケ
ッチ
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　白川市長は、百歳の誕生日を迎えた井上アキヱさ

ん（大野原町福田原）を訪ねました。井上さんはと

てもお元気で、ラジオを聞きながら菜園で野菜づく

りや花づくり、敷地の草抜きをして毎日を過ごして

います。また、ちぎり絵や編み物などの手芸が大好

きで、デイサービスの利用者などに教えています。

　白川市長は、百歳の誕生日を迎えた井上アキヱ

さん（大野原町福田原）を訪ねました。井上さん

はとてもお元気で、ラジオを聞きながら菜園で野

菜づくりや花づくり、敷地の草抜きをして毎日を

過ごしています。また、ちぎり絵や編み物などの

手芸が大好きで、デイサービスの利用者などに教

えています。

いつまでも いつまでも

▲ すこし足がよわりましたが ▲ すこし足がよわりましたが

3
16

3
16

　白川市長は、百歳の誕生日を迎えた井上アキヱ

さん（大野原町福田原）を訪ねました。井上さん

はとてもお元気で、ラジオを聞きながら菜園で野

菜づくりや花づくり、敷地の草抜きをして毎日を

過ごしています。また、ちぎり絵や編み物などの

手芸が大好きで、デイサービスの利用者などに教

えています。

いつまでも いつまでも

▲ すこし足がよわりましたが ▲ すこし足がよわりましたが

3
16

3
16

あこがれのピアノで演奏10
17

　１１回目を迎えるスタインウェイピアノリレーコン
サートが市民会館であり、あこがれのピアノで演奏
しようと市内外から４３人が参加。持ち時間の１５分間、
日ごろ練習している曲やお気に入りの曲を演奏し、
ピアノの重厚な音色や感触を楽しんでいました。

　一ノ谷小学校体育館で、モスクワ音楽院からピア
ノ、ソプラノ、バイヤンの３人の演奏家を迎えてコ
ンサートがありました。次々に演奏される素敵な生
演奏に児童たちは驚きと興奮の様子でした。演奏家
たちは児童の質問にも気さくに答えてくれ 、最後に
児童全員で「スパシーバ（ありがとう）」と言って別
れを惜しみました。まちかど特派員　久保田由美子

息を合わせて楽しく競技
　市立総合体育館で観音寺市老人クラブ連合会観音
寺支部スポーツ大会があり、約７４０人の参加者は真
剣な表情で協力してボールを運んだり、大きな声で
応援したりと、スポーツの秋を楽しんでいました。

楽しくパワーいっぱいの運動会 
　約５３０人が参加し、大野原三楽クラブの運動会が
大野原会館でありました。輪投げやパン食い競争な
ど１０種目を競い、応援席からは大きな拍手や声援が
送られ、参加した人たちの熱気でいっぱいでした。

学校支援ボランティアが
子どもたちを温かく応援

　観音寺市学校支援ボランティア講演会があり、大
野原幼稚園、大野原小学校、豊浜小学校、豊浜中学
校の１園３校が３年間の取り組みを報告。ボランテ
ィアのみなさんの活躍と子どもたちの笑顔がたくさ
ん紹介されました。芦原すなおさんの講演「遊ぶ」
には、「観音寺の人とことばをずっと大事にせない

4 4 4

かん
4 4

！」というメッセージが込められていました。

10
23

感動のはぐくみコンサート

10
22

10
27

10
21
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　「ふくしまつり２０１０」が社会福祉センター前
の駐車場でありました。ステ－ジでは人形劇や太鼓
演奏、保育園児らのかわいい踊りなどが披露され、
見物人からは大きな拍手が送られていました。また、
養護学校生徒らの作品やバザーの物品を買い求める
大勢の人たちでにぎわっていました。

にぎやかにふくしまつりを開催

　市内の各所で第５回観音寺市民文化祭が開催され、
ことしも多くの作品展示や催しが行われました。丁
寧に仕上げられた作品や、練習を重ねた芸能発表な
どに、訪れた人から感嘆の声があがっていました。
平成２３年２月２７日には、大野原会館で大野原芸能祭
があります。

力作に見入ります

花や緑できれいなまちに
　市内に花や緑を増やそうと、香川県造園協会三豊
支部主催の「グリーンフェスティバルin観音寺２０
１０」がありました。緑の募金や苗木の無料配布、
緑化相談、市内の幼稚園・小・中学校での花壇作り
を写真で紹介するコーナーなどがあり、多くの人が
訪れ、会場はいっぱいになりました。

　自然豊かな風景を楽しみながら健康づくりをしよ
うと、ふる里探検ウオーキングがありました。４８人
が参加し、準備運動をした後ウオーキングへ出発。
大野原の萩のふるさとめぐり５キロコースを思い思
いの足取りで歩き、秋の風景を楽しみながらゆった
りした時間を過ごしていました。

楽しみながら健康体を目指す

青少年健全育成のために頑張ります11
9

　市役所玄関前で、青少年健全育成キャンペーンの
出発式がありました。子ども・若者育成支援強調月
間に伴い、青少年育成観音寺市民会議では市役所に
懸垂幕を掲げて啓発を行い、キャンペーンを実施。
また市少年育成センター補導員会では１１月を万引き
防止強調月間と定め、市内の各スーパーなどで補導
を実施しました。

　放課後や週末などに子どもたちが安全に遊べるよ
うにと昨年から始まった「ちゃれんじキッズスクー
ル」のたこ作りが豊浜町南部集会場であり、小学１

年生から６年
生までの３９人
が参加。仮屋
じゃこ倶楽部
の人たちの指
導でたこを作
った後、友だ
ちと歓声を上
げながら、た
こ揚げを楽し
んでいました。

みんなでたこ揚げ楽しいなぁ

10
24

10
24

10 29〜

11
12

11
13

11 21
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平成 21年１2 月生まれ 満１歳の子どもを募集
12月１日から１月31日まで３月生まれ
の子どもを募集します。ただし、応募
多数の場合は先着順になります。

宝 田 大
たい

誠
せい

ちゃん

 　　

湯 浅 龍
りゅう

道
どう

ちゃん

 　　

杉 本 悠
は

瑠
る

ちゃん 近 藤 琴
こと

音
ね

ちゃん

父 真至さん　　母 一絵さん
（柞田町）

両親からの
メッセージ

大誠君、１歳おめでと

う！！これからも元気に

すくすく育ってネ。男

らしく、たくましく！！

 
 

 

父 勇也さん　　母 知佳さん
（豊浜町和田浜）

両親からの
メッセージ

やんちゃになってもい

いから、とにかく元気

に育ってネ！！

 
 

 

父 尚伸さん　　母 恵理さん
（流岡町）

両親からの
メッセージ

いつもニコニコのはぁ

ちゃんに、父ちゃん母

ちゃんはメロメロです。

１歳おめでとう♪♪♪

 
 

 

父 貴俊さん　　母 ひとみさん
（出作町）

両親からの
メッセージ

お誕生日おめでとう。

いつも笑顔をありがと

う。笑顔一番の琴音で

いてね。

　

い
つ
ま
で
も
現
役
川
上　
ミ
ナ
ヱ
さ
ん
（
柞
田
町
）

14

　
川
上
ミ
ナ
ヱ
さ
ん
は
大
正
８

年
生
ま
れ
の
９１
歳
。
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
と
て

も
活
動
的
で
す
。

　
ピ
ア
ノ
が
大
好
き
で
、
最
近

は
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
で
ピ
ア

ノ
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
楽
し

み
で
す
。
幼
稚
園
に
勤
め
て
い

た
川
上
さ
ん
は
、
ピ
ア
ノ
を
弾

く
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
も
鍵
盤
に
向
か
う
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
ピ
ア
ノ
の

音
で
心
が
和
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
何
事
も
積
極
的
に
外
に
出
て
、

仲
間
や
み
ん
な
と
か
か
わ
る
こ

と
が
元
気
の
秘
け
つ
だ
と
話
す

川
上
さ
ん
は
、
地
域
の
ふ
れ
あ

い
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
山
楽
会
」

の
発
起
人
で
す
。
山
楽
会
は
、

健
康
で
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、

さ
せ
な
い
を
目
標
に
、
話
し
合

い
の
場
を
月
一
回
持
っ
て
い
ま

す
。
以
前
は
、
地
域
の
人
た
ち

に
喜
ん
で
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
た
く
さ
ん
の
活
動
を
考

え
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
も
誕

生
会
や
歌
な
ど
の
活
動
が
続
い

て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
と
言

い
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に
一
日
に
一
度

は
、
家
族
と
散
歩
や
買
い
物
な

ど
外
に
出
る
こ
と
を
日
課
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
食
に
出

か
け
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
最

近
は
中
華
料
理
が
お
気
に
入
り

で
す
。

　
「
家
族
に
囲
ま
れ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
て
幸
せ
で
す
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
何
度
も
口
に
し
、

と
て
も
仲
の
良
い
家
族
と
一
緒

の
生
活
が
元
気
の
秘
け
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　
秘
書
課
　
　
　
☎
２３

−

３
９
１
５
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み
ん
な
の
輪

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

押
し
花
教
室
・
粟
井
公
民
館

  観音寺特産のレタスで
　　　ふるさとあったかシチュー

　観音寺特産のレタスが旬の時季を迎えました。

　レタスは和名「ちしゃ」といい、これは、茎を

切ると牛乳のように白い液が出ることから付いた

呼び名の「乳草」（ちちくさ）からきています。サ

ラダなどにして生で食べるほか、みそ汁の具にし

たり、おでんの添え物にしたりして、加熱して食

べることもあります。欧米では生で食べることが

ほとんどですが、フランスではソテーに、中国で

はクリーム煮にすることもあります。加熱すると、

苦味が弱まるとともに、うま味が増します。

　今月は、新鮮でおいしいレタスを使った「ふる

さとあったかシチュー」を紹介します。

　この料理名は、豊浜小学校の児童が付けたもの

です。

ふるさとあったかシチュー
　　　 （４～５人分）

豚肉８０ｇ、ベーコン１０ｇ、レタス１/４個、野

菜（ジャガイモ中２個、タマネギ大１個、ニ

ンジン１/４本、シメジ１/２パック、エリンギ

１本）、小麦粉大さじ１.５、バター１０ｇ、ス

キムミルク大さじ４、チキンコンソメ小さじ

０.５、食塩小さじ０.５、こしょう少々、サラ

ダ油小さじ１　

❶野菜はよく洗って、一口大に切る。レタス

はちぎっておく。スキムミルクは３倍の湯

で溶いておく。

❷鍋を弱火にかけ、バターを熱し小麦粉を少

しずつ加えていためる。湯で溶いたスキム

ミルクを加えてだまにならないようにかき

混ぜてホワイトルーを作っておく。

❸別の鍋でサラダ油を熱し、豚肉とベーコン

をいため、野菜を加えてさらにいためる。

水をひたひたより多めに入れ、出たあくを

除いて、コンソメ、塩、こしょうを加えて

煮込む。

❹材料が軟らかくなったらホワイトルーを加

えてとろみをつけ、レタスを入れる。最後

に塩、こしょうで味を整えて仕上げる。

材　料

作り方
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粟
井
公
民
館
で
、
月
に
一
度

押
し
花
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
毎
月
第
４
土
曜
日
の
夜
に

約
２
時
間
、
会
員
１０
人
が
集
ま

り
ま
す
。
押
し
花
教
室
を
始
め

た
の
は
、
５
年
前
。
地
域
で
ふ

れ
あ
い
の
場
を
作
ろ
う
と
、
始

め
た
そ
う
で
す
。
多
く
の
人
に

声
を
か
け
て
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、

今
で
は
と
て
も
き
ず
な
の
強
い

仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
コ
ー
ス
タ
ー
や

は
し
袋
、
壁
飾
り
な
ど
、
毎
回

違
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
み

ん
な
で
一
緒
に
作
り
ま
す
。
季

節
の
草
花
だ
け
で
な
く
、
木
の

葉
や
枝
も
材
料
に
な
り
ま
す
。

押
し
花
に
す
る
と
花
や
葉
の
色

が
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
変
化

も
楽
し
み
の
一
つ
。
人
の
手
は

あ
ま
り
加
え
ず
、
自
然
の
ま
ま

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
作
り
は
、
折
り
紙
や
ピ

ン
セ
ッ
ト
、
ボ
ン
ド
な
ど
簡
単

な
準
備
物
だ
け
で
手
軽
に
始
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
ん
な

が
集
ま
り
や
す
く
、
楽
し
い
時

間
を
共
有
す
る
こ
と
を
第
一
に

し
て
い
る
た
め
、
家
庭
に
あ
る

も
の
で
作
れ
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
持
ち

帰
り
、
お
客
さ
ま
を
も
て
な
し

た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に

し
て
贈
っ
た
り
。
見
た
人
に
も

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
気
持

ち
を
込
め
て
丁
寧
に
作
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
そ
う
な

雰
囲
気
で
、
明
る
い
笑
い
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
同
じ
時
間
を
共

有
し
、
地
域
の
交
流
を
深
め
よ

う
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
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観
音
寺
南
小
学
校
と
観
音
寺

東
小
学
校
は
、
平
成
２６
年
４
月

に
統
合
し
て
新
た
な
小
学
校
に

な
る
予
定
で
す
。
こ
の
た
め
、

新
し
い
学
校
名
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

観
音
寺
南
小
学
校
と
観
音
寺

東
小
学
校
の
校
区
に
住
所
を

有
す
る
市
民

応
募
用
紙
に
新
し
い
学
校
の

校
名
案
と
ふ
り
が
な
・
理
由

・
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
を

記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
電
子
メ
ー
ル
で
左
記
へ
提

出
ま
た
は
各
校
区
の
公
民
館

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
人
一
点
）

〒
７
６
８
―
８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
教
育
部
教
育
総
務
課

　
　
　
　  

Ｆ
２３
―
３
９
２
５

Ｅ
メ
ー
ル k

_so
u
m

u
@

city
.

k
a
n
o
n
ji.lg

.jp

１２
月
１
日
（
水
）
～

　
平
成
２３
年
１
月
１１
日
（
火
）

（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

教
育
総
務
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
７

統
合
小
学
校
の

　
校
名
ア
イ
デ
ア
募
集

　
世
帯
の
合
計
所
得
が
２
０
０

万
円
以
上
の
場
合
は
対
象
外
。

　
支
給
を
受
け
る
場
合
は
申
請

が
必
要
（
一
度
申
請
す
る
と
、

変
更
が
な
い
限
り
手
続
き
は

不
要
）

　
印
鑑
、
預
金
口
座
（
児
童
名

義
の
も
の
で
郵
便
局
以
外
）

を
持
参
し
、
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
２

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
カ

月
の
う
ち
１５
日
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
、
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

　
　
５
、
０
０
０
円

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
要
介
護
４
・
５
の
人
を
、

介
護
し
て
い
る
人

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
市
民
係

豊
浜
支
所
市
民
係

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
☎
２５

−

２
６
９
８

　
ご
み
の
屋
外
焼
却
（
野
焼

き
）
は
、
一
部
の
例
外
（
門
松

や
し
め
縄
、
稲
わ
ら
、
あ
ぜ
焼

き
な
ど
）
を
除
き
、
原
則
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
田
や
畑
で
稲
わ
ら
や
雑
草
を

焼
く
野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
、
民

家
や
ア
パ
ー
ト
の
近
く
で
は
風

向
き
な
ど
に
注
意
し
、
近
所
の

人
に
一
声
か
け
る
な
ど
の
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
類

焼
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

最
後
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

す
ぐ
に
消
火
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
、
家
庭
や
会
社

（
事
業
）
の
ご
み
を
ド
ラ
ム
缶
や

小
型
焼
却
炉
、
土
を
掘
り
燃
や

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が

科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
事
前
に

母
子
自
立
支
援
員
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
☎
２３−

３
９
６
２

　
父
か
母
が
、
死
亡
ま
た
は
３

年
以
上
生
死
不
明
（
遺
棄
を
含

む
）
の
義
務
教
育
修
了
前
の
児

童
に
、
遺
児
年
金
を
支
給
し
ま

す
。

　
１
２
、
０
０
０
円
（
年
額
）

　
　
　
３
月 

　
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

居
住
し
、
３
月
１
日
現
在
市

内
に
住
所
を
有
す
る
児
童

　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、

自
立
の
た
め
に
教
育
訓
練
な
ど

を
受
け
て
就
業
す
る
支
援
を
し

ま
す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
事
業

　
自
ら
の
能
力
開
発
の
た
め
に

指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し

て
修
了
し
た
場
合
に
、
経
費
の

２０
％
（
４
、
０
０
０
円
～
１０
万

円
）
を
支
給
し
ま
す
。

母
子
家
庭
高
等
技
能

　
　
　
　
訓
練
促
進
費
等
事
業

　
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど

の
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機

関
（
通
信
教
育
を
含
む
）
で
２

年
以
上
修
業
す
る
場
合
に
、
平

成
２３
年
度
末
ま
で
に
修
業
開
始

し
た
人
は
、
修
業
期
間
中
、
毎

月
「
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
」

（
下
表
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
ま
た
、
修
業
期
間
修
了
時
に

は
「
入
学
支
援
修
了
一
時
金
」

（
下
表
）
を
支
給
し
ま
す
。

福
祉
年
金
（
遺
児
年
金
）

　
　
　
　
を
支
給
し
ま
す

年
金
額

支
給
月

ね
た
き
り
者
在
宅
介
護

　
手
当
を
支
給
し
ま
す

野
焼
き
は
法
律
で

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

	

訓練促進費

（月額）
一時金

市民税

非課税世帯
１４１,０００円 ５０，０００円

市民税

課税世帯
７０,５００円 ２５,０００円

母
子
家
庭
自
立
支
援

　
　
　
　
給
付
金
事
業

給　　付　　額

月
額
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子
育
て
支
援
課
保
育
所
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
２

　
保
護
者
が
共
に
仕
事
や
病
気

な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
子
ど
も

　
申
し
込
み
用
紙
は
１２
月
６
日

（
月
）
か
ら
子
育
て
支
援
課
と

各
保
育
所
で
渡
し
ま
す
。
新

規
申
し
込
み
は
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
保
育
所
へ
。
継

続
児
は
各
保
育
所
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
所
待
ち
の
状

態
で
、
引
き
続
き
入
所
を
希

望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
子

育
て
支
援
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

１２
月
６
日
（
月
）
～
２４
日
（
金
）

締
め
切
り
前
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

入
所
の
必
要
度
の
高
い
子
ど

も
か
ら
順
次
受
け
入
れ
ま
す
。

平
成
23
年
度

　
保
育
所
入
所
児
募
集

栄
養
・
食
生
活
改
善
の
普
及

　
推
進
と
健
康
増
進
に
貢
献

篠
原
十
三
子
さ
ん

　
　
　
　
　　

   （
大
野
原
町
）

観
音
寺
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

守
谷
信
雄
さ
ん

　
　
　
　
　　

   （
大
野
原
町
）

文
化
財
の
保
護
な
ど

　
地
域
文
化
の
振
興
に
功
績

藤
田
誠
文
さ
ん

 （
田
野
々
雨
乞
踊
保
存
会
会
長
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

街
路
灯
20
灯
の
寄
贈

四
国
電
力（
株
）

　
　
　
観
音
寺
営
業
所

１２月６日（月）から受付開始

保　育　所　名 所在地 定　員 対　象

東保育所 天神町三丁目 １２０人 生後６カ月～

西保育所 南町一丁目 １２０人 １歳～

粟井保育所 粟井町 ６０人 ２歳～

伊吹保育所 伊吹町 ４５人 １歳～

大野原保育所 大野原町 １２０人 生後６カ月～

豊浜保育所 豊浜町 ９０人 生後６カ月～

観音寺ふたば保育園 本大町 １２０人 生後３カ月～

柞田保育所 柞田町 １２０人 生後３カ月～

高室保育園 高屋町 ９０人 生後３カ月～

愛和保育園 木之郷町 ９０人 生後３カ月～

観音寺中部保育園 植田町 １２０人 生後３カ月～

地
域
文
化
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
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の
身
分
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参

し
て
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
が
な
い
場

合
は
、
申
請
受
け
付
け
後
に
自

宅
へ
照
会
書
を
郵
送
し
ま
す
。

窓
口
に
照
会
書
と
健
康
保
険
証

な
ど
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

照
会
書
と
引
き
換
え
に
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
す
。

　
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

す
る
場
合
は
、
６
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
が
必
要
で
す
。

（
無
帽
・
正
面
・
無
背
景
・
縦

４５
ミ
リ
×
横
３５
ミ
リ
）

　
平
成
２３
年
１
月
９
日
（
日
）

　
午
後
零
時
３０
分
受
付
開
始

　
午
後
１
時
式
典
開
始

　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平

　
成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

　
市
民
課
　
☎
２３

−

３
９
２
４

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
を
来
年
３
月
末
ま

で
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

顔
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
２

種
類
が
あ
り
、
希
望
す
る
カ
ー

ド
を
選
択
で
き
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と

○

顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド

は
、
金
融
機
関
や
市
区
町
村

な
ど
で
公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

○

住
民
登
録
地
以
外
の
市
区
町

村
で
住
民
票
（
本
籍
省
略
）

の
写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

○

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
必
要
な

電
子
証
明
書
を
記
録
す
る
カ

ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
別
途
申
請
手
数
料
５
０
０

円
が
必
要
）

住
基
カ
ー
ド
を
作
る
に
は

　
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

来
年
３
月
末
ま
で
無
料
で
交
付

▲見本　総務省HPより

平
成
２３
年
成
人
式

筋
力
つ
け
ん
な
～
教
室

た
人
で
、
市
内
に
住
所
や
帰

省
先
が
あ
る
人

市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍

し
た
こ
と
が
あ
る
人

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
記
念
式
典
、
記
念
撮
影

案
内
状
は
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
に
送
付
し
ま
す
が
、
前

記
に
該
当
す
る
人
は
ぜ
ひ
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
３

　
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

　
午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

　
豊
浜
ふ
れ
あ
い
会
館

　
２０
人
（
申
し
込
み
が
必
要
）

　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
運

動
器
の
機
能
向
上
５
項
目
の

う
ち
、
３
項
目
以
上
に
該
当

し
た
人
（
該
当
者
に
通
知
済
）

　
い
す
に
座
っ
て
の
ボ
ー
ル
や

チ
ュ
ー
ブ

を
使
っ
た

運
動
実
技
、

体
力
測
定
、

ア
ン
ケ
ー

ト
、
ミ
ニ

栄
養
講
義

　
無
料

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

　
平
成
１８
年
４
月
に
「
高
齢
者

虐
待
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
、

同
時
期
に
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

域
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
虐
待

対
応
な
ど
の
役
割
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
は
「
殴
る
・
け

る
」
な
ど
の
暴
力
的
な
行
為
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
暴
言
や

無
視
、
嫌
が
ら
せ
」「
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
な
い
、

世
話
を
し
な
い
」「
勝
手
に
年
金

を
使
う
」
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

中
に
は
「
性
的
な
嫌
が
ら
せ
」

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
夜
お
漏

ら
し
し
な
い
よ
う
に
水
分
を
控

え
る
」
な
ど
養
護
者
に
虐
待
の

自
覚
が
な
く
て
も
、
高
齢
者
の

権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合

も
虐
待
と
い
え
ま
す
。

　
家
庭
の
中
で
起
き
て
い
る
高

齢
者
虐
待
は
、
表
面
化
す
る
こ

と
が
少
な
く
、
気
付
く
こ
と
が

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待

を
未
然
に
防
ぎ
、
虐
待
の
兆
候

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、
高

齢
者
や
そ
の
家
族
へ
の
声
か
け
、

見
守
り
な
ど
地
域
で
高
齢
者
を

支
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、

高
齢
者
虐
待
に
い
た
る
家
庭
の

中
の
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
悩

ん
で
い
る
状
況
を
把
握
し
、
解

決
の
た
め
に
、
生
活
相
談
や
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

　
「
何
か
お
か
し
い
な
」
と
思

っ
た
時
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　  

高
齢
介
護
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
８

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
・
・
・
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ごみの収集状況（10 月） 単位：トン

種　類 平成２１年 平成２２年 増　減

可燃ごみ 961.09 922.27 △ 38.82

新　　聞 28.08 22.88 △ 5.20

本・雑誌 26.00 19.39 △ 6.61

段ボール 19.15 16.15 △ 3.00

　
企
画
課
　
☎
２３

−

３
９
１
７

　
交
流
・
定
住
人
口
の
増
加
を

図
る
た
め
、
１０
月
９
日
に
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
移
住
フ
ェ
ア
「
も

う
ひ
と
つ
の
ふ
る
さ
と
探
し
ｉ

ｎ
大
阪
２
０
１
０
」
に
お
い
て
、

観
音
寺
市
の
魅
力
や
住
み
や
す

さ
を
Ｐ
Ｒ
。
定
年
を
機
に
移
住

を
考
え
る
人
や
転
職
し
て
農
業

を
始
め
た
い
と
い
っ
た
人
な
ど

か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
独
自
の
交
流
定
住
施

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
３

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
宗
鑑
祭
に

ち
な
み
、
子
ど
も
た
ち
の
俳
句

（
特
選
句
・
優
秀
句
）
を
、
絵

手
紙
風
に
仕
上
げ
た
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

１２
月
１３
日
（
月
）
～
２８
日
（
火
）

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

平
成
２３
年
１
月
５
日
（
水
）
～

１３
日
（
木
）

中
央
図
書
館

（
月
曜
日
は
休
館
）

平
成
２３
年
１
月
１４
日
（
金
）
～

２１
日
（
金
）

郷
土
資
料
館

（
月
曜
日
は
休
館
）

　
平
成
２２
年
工
業
統
計
調
査
を
、

１２
月
３１
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
１２
月
か
ら
平
成
２３
年
１
月
に

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
赤
泉
谷
田
線
、
市
道
側
道
上

出
本
大
線
の
３
路
線
２
０
０
メ

ー
ト
ル
の
里
親
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
か
ら
認
定
証
を
交
付
し
、

作
業
用
ベ
ス
ト
と
清
掃
用
具
を

支
給
し
ま
し
た
。

　
１２
月
４
日
（
土
）

　
一
ノ
谷
小
学
校

　
１２
月
５
日
（
日
）

　
豊
田
小
学
校
／
粟
井
小
学
校

　
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　
☎
２３
―
３
９
１
７

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会

で
は
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
１２
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　
講
演
「
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な

い
こ
こ
ろ
の
健
康
講
話
」

　
香
川
労
災
病
院
勤
労
者
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
小
山
文
彦
先
生

　
無
料

　
社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
３

　
建
設
課
　
☎
２３

−

３
９
３
５

　
株
式
会
社
藤
田
工
務
店
が
、

市
道
柿
之
町
千
足
２
号
線
と
市

大
阪
・
移
住
フ
ェ
ア
で

観
音
寺
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

俳
句
絵
手
紙
作
品
展

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

統
計
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

心
の
健
康
講
演
会

観
音
寺
エ
コ
・
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド

　
　
　
　

認
定
証
を
交
付

資
源
・
廃
品
回
収
予
定

年末年始の交通安全県民運動
12月10日（金）～
　　　平成23年１月10日（祝）までの32日間

毎月５日は、高齢者交通安全日・交通マナーアップの日
毎月20日は、県民の交通安全日

かがわの交通安全
“守ろうルール　示そうマナー”

○高齢者の夜間歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
○飲酒運転の根絶
　年末年始は忘年会や新年会など飲酒の機会が多くなることや、交通
量の増加や慌ただしさから重大事故の多発が懸念されます。
　交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けましょう。

交通死亡事故の防止
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５０
人

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

　
な
ど

　
無
料

　
１２
月
２
日
（
木
）
ま
で

　
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

　
１２
月
１９
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら

　
大
野
原
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

　
グ
セ
ン
タ
ー

　
寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
、
具

だ
く
さ
ん
の
打
ち
込
み
う
ど
ん

を
め
ん
か
ら
こ
ね
て
作
り
ま
す
。

　
１２
月
１６
日
（
木
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
１２
月
２０
日
（
月
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　
１２
月
２１
日
（
火
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

　
豊
浜
福
祉
会
館

　
各
教
室
３０
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
１
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

　
各
教
室
１
週
間
前
ま
で

　
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
６
４

　
１２
月
４
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
一
ノ
谷
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー

　
一
ノ
谷
地
区
献
血
推
進
協
議
会

　
１２
月
１２
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

　
柞
田
公
民
館

　
柞
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　
安
全
な
輸
血
を
す
る
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

テ
ー
マ
／
か
ぜ
予
防

　
１２
月
１０
日
（
金
）

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

　
健
康
講
座
＝
「
う
が
い
・
手

洗
い
・
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

い
か
ら
だ
作
り
」

　
１２
月
２４
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
調
理
実
習
＝
「
免
疫
力
を
高

め
る
メ
ニ
ュ
ー
」

　
２０
人

腎
臓
病
教
室

テ
ー
マ
／
腎
不
全
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
た
め
に
／
社
会
福
祉

制
度
に
つ
い
て

　
１２
月
１６
日
（
木
）

　
午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

夜
間
糖
尿
病
教
室

テ
ー
マ
／
合
併
症
④
動
脈
硬
化

／
年
末
年
始
を
上
手
に
す
ご

そ
う
！

　
１２
月
９
日
（
木
）

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時
３０
分

　
各
教
室
と
も
２
日
前
ま
で
に

予
約
が
必
要

　
調
理
実
習
は
実
費
６
０
０
円

が
必
要

　
　
三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
５２

−

２
７
２
６

　　
１２
月
１２
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら

　
高
室
小
学
校
体
育
館

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
な
わ
と
び
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　
５０
人

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

　
無
料

　
１２
月
９
日
（
木
）
ま
で

　
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
４
１

男
性
料
理
教
室

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健
康

　
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

ス ポ ー ツ 行 事

献
血
の
お
知
ら
せ

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

「
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
・

　
　
　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室
」

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

月　日 行　　　　　　　事

１２／１１
三観地区中学校新人駅伝大会
午前９時～／総合運動公園

１２

第８回銭形杯観音寺オープンバドミントン大会
午前８時３０分～／市立総合体育館

第２８回少年剣道錬成大会
午前９時～／大野原会館

１８・１９
第７回柞田杯少年サッカー大会
午前９時～／総合運動公園ほか１会場

１９
香川県小学生バレーボール優勝大会三豊観音寺予選会
午前９時～／県立三豊体育館

２３
中四国ドッジボール大会
午前９時～／市立総合体育館ほか１会場

２５・２６
第４９回西讃バスケットボール大会
午前９時～／県立三豊体育館ほか１会場

２５・２６・２８
北四国サッカーフェスティバル
午前９時～／総合運動公園

２６
第３１回三豊・観音寺地区空手道選手権大会
午前９時～／大野原会館

１／１０
市スポーツ少年団スポーツ交流ドッジボール大会
午前８時３０分～／市立総合体育館
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１２
月
５
日
（
日
）（
小
雨
決
行
）

　
受
付
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午

前
９
時

　
解
散
＝
午
後
３
時

　
豊
浜
南
部
集
会
所
集
合

　
魚
見
山
森
林
公
園
を
中
心
に

往
復
約
１２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

歩
き
ま
す
。
展
望
所
か
ら
は
、

西
は
燧
ひ
う
ち
灘な
だ

、
北
は
三
豊
平
野

が
一
望
で
き
、
し
ま
な
み
海

道
の
橋
が
見
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
服

装
（
防
寒
着
を
準
備
）
と
履

き
慣
れ
た
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　
豊
浜
支
所
業
務
係

　
　
　
　
　
☎
５２

−

１
２
０
５

　
１２
月
５
・
１２
・
１９
・
２６
日

　
愛
和
保
育
園

　
９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児

　
３
歳
未
満
３
、
０
０
０
円
／
日

　
３
歳
以
上
２
、
０
０
０
円
／
日

　
１
週
間
前
ま
で

　
愛
和
保
育
園

　
　
　
　
　
☎
２７

−

７
４
４
０

　
行
政
相
談
制
度
で
は
、
国
や

独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
「
説
明
や

対
応
に
納
得
で
き
な
い
」「
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
」「
こ
う
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
を
聞
き
、

問
題
の
解
決
や
行
政
運
営
の
改

善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
相
談
の
機
会
が
少
な

い
伊
吹
島
で
、
国
や
市
な
ど
が

合
同
で
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
弁
護
士
な
ど
に
よ
る
法
律

相
談
も
行
い
ま
す
。

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１２
月
１６
日
（
木
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
伊
吹
公
民
館
集
会
所

　
無
料

　
四
国
行
政
評
価
支
局

　
☎
０
８
７

−

８
３
１

−

３
１
０
３

　
平
成
１７
年
分
に
つ
い
て
、
早

い
方
は
平
成
２２
年
１２
月
末
が

還
付
で
き
る
期
限
と
な
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給

権
が
相
続
税
や
贈
与
税
の
課

税
対
象
と
な
る
場
合
は
、
実

際
に
相
続
税
や
贈
与
税
の
納

税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

観
音
寺
税
務
署

　
　
　
　
☎
２５

−

２
１
９
１

　
だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
安
全

・
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
「
介
護
予
防
の
意

義
や
知
識
の
普
及
に
対
す
る
協

力
」「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の

声
か
け
・
見
守
り
」「
認
知
症
高

齢
者
の
見
守
り
や
家
族
へ
の
声

か
け
・
見
守
り
」
を
地
域
で
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
１
月
１３
日
（
木
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　
１
月
１４
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

　
観
音
寺
西
公
民
館

　
２
日
間
の
受
講
が
可
能
な
人

　
３０
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
無
料

　
　
観
音
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
２５

−

７
７
７
３

　　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
明
る

く
、
元
気
に
、
心
豊
か
に
、
優

し
く
日
々
の
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
美
容
の
観
点
か
ら
、

地
域
活
動
の
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
ヘ
ア
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
１２
月
１９
日
（
日
）

　
午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
３
時

３０
分

　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　
無
料

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ー
フ

　
　
　
　
　
☎
８２

−

６
０
０
３

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　
　
使
用
者
も
　
労
働
者
も
」

　
　
　
６
６
４
円

　
香
川
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
１
９

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命

保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取

扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
遺
族
の
方
が
年

金
と
し
て
受
給
す
る
生
命
保
険

金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対

象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上

の
取
り
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
１７

年
分
か
ら
平
成
２１
年
分
ま
で
の

各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納

め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ

と
な
っ
て
い
る
所
得
税
が
還
付

と
な
り
ま
す
。

　
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
手
続
き
（
更
正
の
請
求

ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
の
対

象
と
な
る
方
や
所
得
税
の
還
付

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た

だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

魚
見
山
を
元
気
に
歩
こ
う

魚
見
山
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
０

日
曜
保
育

伊
吹
島
で
開
設

暮
ら
し
の
行
政
相
談
所

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

い
き
い
き
生
活　

ヘ
ア
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
　
　
　

   

２
０
１
０

１０
月
１６
日
か
ら

香
川
県
最
低
賃
金
が
改
定

時
間
額
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図書館だよりLibrary News

休館日　　中央図書館　　　　　　　　６・13・20・27日
　　　　　大野原・豊浜図書館　　　　６・13・20・23・27日
　　　　　年末年始の休館日　　　　　29日（水）～１月３日（月）　

中央図書館☎23−3960　大野原図書館☎54−5715　豊浜図書館☎52−1206

　　　　　 大野原図書館行事予定

★おはなし会
★古典文学講座

11日（土）　午後２時～午後３時
18日（土）　午前９時30分〜午前11時30分

 
豊浜図書館行事予定

★工作教室��

★おはなし会

４日（土）　午後１時30分〜午後２時30分
　　　　　ライオンけん玉をつくってあそぼう！
18日（土）　午後１時30分〜午後２時
　　　　　大型絵本「えらいえらい」ほか

大そうじ特集コーナー

「神様のカルテ」１・２巻
著：夏川草介　出版：小学館

 

「お部屋スッキリ、心さっぱり」
大掃除のコツや裏技が満載の本をそろ
えました。

今月のおすすめ本

４日（土）　　午後１時30分〜午後２時10分
２5日（土）　午後１時30分〜午後２時10分
17日（金）　午後１時30分〜
　　　　　池澤夏樹著　異国の客（集英社文庫）

★おはなし会

★つぼみ愛書会１2月例会

中央図書館行事予定

地方病院を舞台にした、いのちの物語

今月の人口
（１１月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

64,022 人

30,804 人

33,218 人

23,387 世帯

　
１２
月
５
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

　
漁
協
の
水
産
加
工
品
実
演
販

売
、
農
産
物
販
売
（
野
菜
、

果
物
、
花
な
ど
）
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
和
太
鼓
演
奏
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ハ
マ
チ
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
試
食
会
、
ウ
ナ

ギ
つ
か
み
取
り
）
、
抽
選
会
、

い
り
こ
祭
り
な
ど
多
数
の
催

し
が
あ
り
ま
す
。

　
三
豊
郡
漁
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
☎
２５

−

３
９
６
３

　
１２
月
５
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

　
観
音
寺
市
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
２３

−

３
９
３
３

高
等
工
科
学
校
生
徒

　
　
　
平
成
２３
年
１
月
２２
日
（
土
）

　
中
卒
（
見
込
含
）
１７
歳
未
満

　
平
成
２３
年
１
月
７
日
（
金
）
ま
で

　
自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
２５

−

６
１
２
２

　
１２
月
２１
日
（
火
）、
２２
日
（
水
）、

２４
日
（
金
）

　
１２
月
２０
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約

　
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
お
よ
び
就
農
５
年
以
内

の
農
業
者

　
　
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
６２

−

３
０
７
５

相
談
事
例

　
「
宝
く
じ
で
９
、
４
０
０
万

円
が
当
た
り
ま
し
た
。
受
取
手

数
料
と
し
て
４
、
０
０
０
円
を

送
金
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

郵
便
が
海
外
か
ら
届
き
ま
し
た
。

信
用
で
き
る
話
で
し
ょ
う
か
。

ア
ド
バ
イ
ス
　

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
に
当
選
し

た
と
偽
っ
て
お
金
を
だ
ま
し
取

る
詐
欺
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

購
入
し
て
い
な
い
の
に
当
選
金

を
も
ら
え
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ

ん
。
高
齢
者
が
狙
わ
れ
や
す
く
、

何
度
も
送
金
し
て
多
額
の
被
害

を
受
け
た
例
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番

号
な
ど
を
求
め
て
く
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
国
内
で
の
海
外
宝
く
じ
の
取

引
は
法
律
違
反
で
す
。
誘
い
文

句
に
惑
わ
さ
れ
、
送
金
し
た
り

個
人
情
報
を
教
え
た
り
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
一
切
、
か
か
わ

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２５

−

５
１
３
５

と
れ
た
て
の
お
魚
大
集
合

「
観
音
寺
・
三
豊
お
さ
か
な
市
２
０

１
０
」
活
魚
・
鮮
魚
の
大
即
売
会

自
衛
官
採
用
試
験

「
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
」

　
　
　
と
い
う
郵
便
に
注
意

試
験
日

就
農
相
談
窓
口
の
設
置

第
１
回
観
音
寺
・

　
　
伊
吹
い
り
こ
祭
り
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地
震
発
生
時
の
注
意
点

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　８日（水）・２２日（水）午前

１０時〜正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　３日（金）午前１０時〜午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　３日（金）午前

　１０時〜午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜   １４

日（火）午前１０時〜午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１５日（水）午前１０時〜午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜午後４時　社会福祉センター家庭児童
相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　２１日（火）午前１０時〜午後３時
　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相談員
が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　３日（金）・１７日（金）午後１時
３０分〜午後４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時〜午前１１時３０分、午後１時〜午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１４日（火）・
２８日（火）午前１０時〜午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　２日（木）・１６日（木）
午前１０時〜正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−
１２１２　 ７日（火）・２１日（火）午前１０時〜正午　豊浜福
祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時～午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　  ９日（木）・１６日（木）午前
１０時〜正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　　２日（木）午前１０時～正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　１日（水）午前９時３０分〜午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳〜おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時〜午後４時　社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分〜午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１２日（日）午前１０時〜午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時

所
講

時
所

時 所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

10
31

火
災

救
急

２
、１
６
７
件

22
件

講

時 所

９月１日〜３０日（敬称略）

香典返し

岡﨑　冨子＝

合田　貴憲＝

岡田　敏和＝

白川　智洋＝

高橋　　潔＝

田中　良典＝

室 本 町

大野原町大野原

大野原町萩原

中田井町

大野原町大野原

豊浜町和田

中野　英子＝ 吉岡町

大野原町井関

１２月の納税・納付

固定資産税・都市計画税（３期）
後期高齢者医療保険料　（６期）
納期限　１２月２７日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

藤岡　昌徳＝

國土　修平＝

大西　壽三＝

チャイルドシート寄付

大野原町内野々

古 川 町

柞 田 町

必
要
で
す
。
普
段
か
ら
小
さ
な

地
震
で
も
火
を
消
す
習
慣
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
万
一
の

出
火
に
備
え
て
、
消
火
器
や
水

バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
て
出
火

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

23

相談日は、都合により変更することがあります。

　

　　
火
災

救
急

１０月１日〜３１日（敬称略）

香典返し

小西　　修＝

山岡　義晴＝

藤田　征男＝

大西　悦生＝

秋山　君江＝

大塚　　剛＝

高 屋 町

粟 井 町

高 屋 町

大野原町萩原

柞 田 町

茂木町三丁目

中野　英子＝ 吉岡町

大野原町井関

三好　修市＝

チャイルドシート寄付

八幡町一丁目

　
地
震
が
発
生
し
た
時
に
気
を

付
け
る
こ
と
は
、
確
実
に
情
報

収
集
を
行
う
こ
と
や
徒
歩
で
避

難
す
る
こ
と
な
ど
で
す
が
、
最

も
重
要
な
の
は
「
身
の
安
全
確

保
」
と
「
火
の
始
末
」
で
す
。

○

大
揺
れ
の
時
は
、
ま
ず
落
ち

　
着
い
て
自
分
の
身
の
安
全
を

確
保
す
る
。

○

小
さ
な
地
震
で
も
、
使
用
中

の
こ
ん
ろ
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
、

オ
ー
ブ
ン
な
ど
の
電
源
を
消

す
。

○

大
揺
れ
の
前
の
小
さ
な
上
下

動
の
段
階
で
火
を
消
す
。

○

揺
れ
が
収
ま
っ
て
も
油
断
せ

ず
、
家
族
や
同
居
人
の
安
全

を
確
認
す
る
。

　
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災

の
発
生
に
は
、
十
分
な
注
意
が
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12

１２

２ 　３ 　４　 ５　

第52回競輪祭場外
小倉競輪（ＧⅠ） 第9回　ＦⅠひうち灘杯争奪戦

６　　　７　 　８火月 水

月

２０　　　２１　　　２２

　　第10回ＦⅡウインターレース

火

　　広島競輪開設58周年記念場外
（ＧⅢ）

２３　２４　２５　２６祝 土 日月 水

　　
２８

立川競輪Ｓ級シリーズ場外（ＦⅠ）

火

木 日

１１　１２　１３　１４火土 １６　１７　１８　１９木 金 日日 土

伊東温泉競輪開設60周年記念場外
（ＧⅢ）

五郷山公園
　井関池に隣接する起
伏に富んだ自然の中に、
およそ千本の桜が植え
られ、桜の名所として
知られています。池を
背景に咲く桜は大変美
しく、その景色はまる
で絵はがきのようです。
　また、秋には紅葉が色鮮やかに公園を染めます。手軽な散
策コースになっていて、地元の人に親しまれています。

萩の丘公園管理事務所　☎５４－２８０１

　　

佐世保競輪開設60周年記念場外
（ＧⅢ）

金

金 土

月

ヤングＧＰ2010（ＧⅡ） ＳＳカップみのり（ＧⅠ） ケイリンＧＰ2010（ＧＰ）

水２９ 木３０

大野原支所＝毎週金曜日
豊浜支所＝毎週火曜日

  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

男性料理教室

のびのび教室

プレママ広場

あぶあぶひろば

保
9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

いき

健康相談

ぴよぴよクラブ

10 カ月児健診

シニアエアロビクス

9:00～11:00

9:30～11:30

13:30～14:30

13:30～15:00

ふれ

ふれあい広場

3 歳児健診

若返り教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ１９年６月生まれ）

いき はつらつ会

健康栄養相談　
9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

ふれ骨密度測定

あぶあぶひろば

ぴよぴよクラブ

男性料理教室

  茶話会

  茶話会

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 13:00

10:00 ～ 12:00

10:00 ～ 12:00

育児相談

ふれあい広場

さわやか栄養教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

ふれ

いき はつらつ会

１歳 6 カ月児健診

男性料理教室

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 16:00

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 12:00

10:00 ～ 12:00

松井病院

きづな調剤薬局

ケイ・アイ薬局

村黒町　☎ 23－2111

村黒町　☎ 24－4976

豊浜町　☎ 52－1818

いき ぴよぴよクラブ

3 カ月児健診

筋力つけんな～教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00
ふれ

ぴよぴよクラブ

  茶話会
9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

ゆう酸素リフレッシュ体操

健康栄養相談

ふれあい広場

若返り教室

1 歳６カ月児健診

9:00 ～ 11:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 14:30

ふれ

10:00～11:30

10:00～12:00

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

あぶあぶひろば

10 カ月児健診

3 カ月児健診

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 14:30

14:30 ～ 15:00

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

保

共福

保

( 旧観音寺市Ｈ２２年２月生まれ）

育児相談

健康栄養相談

あぶあぶひろば

いき

いき

愛 柞

保

いき

保

いき

働

献血
9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

はつらつ会

もぐもぐレッスン

渡辺ハートクリニック内科

篠丸歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

ケイ・アイ薬局

植田町　☎23－2022

高瀬町　☎72−3788

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

ふれあい広場

のびのび教室
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき

いき

（旧観音寺市 H ２１年５月生まれ）

豊福

細川整形外科医院

野口歯科医院

いずみや調剤薬局

姫浜調剤薬局

柞田公民館

植田町　☎ 25－4290

柞田町　☎ 25－3900

出作町　☎ 25－4407

豊浜町　☎ 52－1733

9:00～12:00

医

歯

薬

要予約

愛 常

おざきこどもクリニック

曽川歯科医院

サンシャインスター薬局

ひまわり調剤薬局三豊

柞田町　☎ 24－6789

豊中町　☎ 62－2002

柞田町　☎ 57－5315

豊浜町　☎ 52－5100

医

歯

薬 保 いき

（旧観音寺市Ｈ２２年９月生まれ）
保

業天医院

大西ただし歯科クリニック

ふじや薬局

姫浜調剤薬局

豊浜町　☎ 52－3636

吉岡町　☎ 57－5095

観音寺町（青柳）☎ 25－2884

豊浜町　☎ 52－1733

医

歯

薬

医

薬

保

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

共福
働
常
柞

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
働く婦人の家
常磐総合コミュニティセンター
柞田公民館
伊吹公民館

愛育会行事

伊

ふれ

豊福 保

一ノ谷総合
コミュニティセンター
 9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

共福

献血

伊

豊福

（ 大 野 原 町・ 豊 浜 町
H２１年４月５月生まれ）

保

ふれ

愛 常

いき

豊福

（ 大 野 原 町・豊 浜 町
Ｈ２２年２月生 ま れ ）

（ 大 野 原 町・豊 浜 町
Ｈ２２年９月生 ま れ ）

河田病院

快生堂茂木調剤薬局

ケイ・アイ薬局

茂木町　☎ 25－3668

茂木町　☎ 57－5117

豊浜町　☎ 52－1818

医

薬いき

年末年始休み　29日～1月3日


